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『陳情書』再提出 
              

仁木町の風力発電を考える会  
宮下 洋子 

 

◆風車反対の陳情書、再提出 
 前回の議会で、「総務経済常任委員会」に付託審議されていた『陳情書』

は、期限切れの廃案となり、「議会運営委員会」を通り、新議会に再提出

という事になりました。新議会と言っても、新しいメンバーは、前田議員

と山内議員の二人だけなので、実質、継続審議のような形になります。 

 

「仁木町の風力発電を考える会」から立候補した穂積豊仁と甲田貴也が当

選できなかったので、風車反対の議員は、以前と同じ三人、佐藤・野崎・

上村議員になり、議会模様は変わらないことになりました。 

これからは、前議会で態度を保留されてきた旧議員の方や、前田・山内

新議員がどのような立場に立たれるかに、風車の命運がかかっているよう

に思います。 
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◆前田議員が道新に掲載 
 前田議員は、９月４日、道新の《この人に聞く》シリーズ

に掲載され、記者のインタビューに答えて、 

 
「仁木町は自然が豊かで暮らしやすい。 

みんな親切で、ここで一生暮らしたいと思っている人は多い。 

みんなが安心して暮らせる町にするには、どうすればいいか、町民の意見を聞

くところから始めます。」北海道新聞 9月 4日（月曜日）小樽後志版 

 

と、明言されています。 

 

 
 
選挙のマニュフェストでは、「子育てしやすい環境づくり」を掲げておられま

す。その為には、それらが実現されるための前提として、是非とも風車反対の

立場に立って頂きたいと、願います。 

 都会から仁木に憧れてくる若い人たちは、みんな仁木の自然と食べ物と、親

切な人柄が大好きなのです。 
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◆９人の議員全員に学習会にご案内致しま
した。 
 

前回（８月２６日）の「仁木の風車を考える会」の学習会、加藤やすこ氏『風

車から発生する低周波音と電磁波の影響』の講演に先立って、新代表の穂積が

９人全議員に新任のご挨拶を兼ねて、学習会の案内状を配りました。 

 

 残念ですが、ご出席頂いたのは、

佐藤議員と野崎議員だけでし

た。 

次回もまたご案内し、「日本自

然保護協会」若松伸彦氏のお話を

聞いて頂きたいと思っています。 

 

 

◆9 月の「学習会」
のご案内 
 

 9 月は 23 日（土）に、「日本自

然保護協会」の若松伸彦室長をお

招きして、以下予定にて開催いた

します。 

 

 

23 日（土曜日、午前）：講師の若松氏と共に、余市・古平地区視察を調整中 

23 日（土曜日、午後）：学習会（町民センター交流ホール） 

24 日（日曜日、午前）：銀山地区、稲穂峠からルベシベ山登坂視察。 

25 日（月曜日、12 時～）：林副町長と、若松氏＋数名で会合（仁木町役場会議室） 
 

  仁木町議会議長 横関 一雄 様 ※現地視察と学習会は、どなたでも参加自由です。 
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 仁木町議会議長 横関 一雄 様 

令和５年 9月 7日 

「仁木町の風力発電を考える会」代表 穂積 豊仁 

〒048-2402 余市郡仁木町大江 1-341-4 TEL080-1863-0136  

「（仮称）古平・仁木・余市ウィンドファーム事業」に反対する 

陳情書  

 
【要旨】 

事業主・関西電力株式会社による「（仮称）古平・仁木・余市ウィンドファ

ーム事業」計画に全面反対し、ここに白紙撤回を求めます。 

 

【反対理由】 

① 土砂災害・水質悪化の懸念 

② 自然生態系の破壊と鳥獣移動による人身危害や営農被害の懸念 

③ （超）低周波音などによる健康被害の懸念 

④ 建設計画地が社会福祉施設に近接する懸念 

⑤ 風力発電が風で回転していない根本問題について 

建設予定地に近接する銀山では約９割、仁木町全体では約４割、道内外のネ

ット署名を合わせて約１万６０００筆の署名が集まり、町並びに議員が反対意

思を無視できない現況にあります。まず、住民の立場に立って意見を聞き、議

員相互の活発な議論を充分尽くし、町会議員として信任付託の責を果たして頂

きたいと思います。 

 

熱心かつ誠実な審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 


